
令
和
元
年
五
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

一

八

〇

号

政
府
が
最
重
要
課
題
と
し
て
掲
げ
る
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

源

馬

謙

太

郎
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政
府
が
最
重
要
課
題
と
し
て
掲
げ
る
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

安
倍
総
理
が
二
〇
一
九
年
五
月
六
日
の
日
米
首
脳
電
話
会
談
後
に
「
私
自
身
が
金
正
恩
委
員
長
と
条
件
を
付
け
ず
に
向
き
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
考
え
だ
」
と
発
言
し
た
こ
と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
政
府
は
「
日
朝
首
脳
会
談
は
拉
致
問

題
の
進
展
が
前
提
」
と
の
発
言
を
繰
り
返
し
、
例
え
ば
二
〇
一
八
年
六
月
十
四
日
の
拉
致
被
害
者
家
族
会
と
の
面
会
で
は
、
飯

塚
繁
雄
代
表
に
対
し
「
日
朝
首
脳
会
談
は
拉
致
問
題
が
前
進
し
て
い
く
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
」
と
発
言
し
た
と

承
知
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
、
以
下
質
問
す
る
。

一

二
〇
一
八
年
六
月
時
点
か
ら
現
在
ま
で
に
、
拉
致
問
題
を
取
り
巻
く
環
境
に
何
か
変
化
が
あ
っ
た
の
か
。

二

「
条
件
を
付
け
ず
に
向
き
合
う
」
と
の
発
言
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
核
、
ミ
サ
イ
ル
、
拉
致
問
題
を
包
括
的
に
解
決
す
る
」

と
い
う
方
針
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
再
三
政
府
は
答
弁
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
核
、
ミ
サ
イ
ル
、
拉
致
問
題
を

包
括
的
に
解
決
す
る
」
方
針
は
変
わ
ら
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
付
し
て
い
た
前
提
を
付
け
ず
に
、
交
渉
の
手
段
及
び
方
法
を
変

え
、
拉
致
問
題
解
決
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

三

拉
致
被
害
者
家
族
会
及
び
救
う
会
は
、
二
〇
一
九
年
二
月
十
七
日
に
合
同
会
議
を
開
き
、
北
朝
鮮
の
金
正
恩
委
員
長
に
対

一



し
て
直
接
「
全
拉
致
被
害
者
の
即
時
一
括
帰
国
を
決
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
旨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
を
決
議
し
、
ま
た
こ

れ
ま
で
も
一
貫
し
て
全
拉
致
被
害
者
の
即
時
一
括
帰
国
を
訴
え
て
き
た
。
政
府
の
方
針
も
「
全
拉
致
被
害
者
の
即
時
一
括
帰

国
」
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

四

政
府
が
目
指
す
「
全
て
の
拉
致
被
害
者
の
帰
国
」
は
、
何
人
、
ど
の
範
囲
の
被
害
者
を
対
象
と
し
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


